（別紙様式６）

技　術　提　案　書
６―１．業務実施体制

	
	予定者名
	所属・役職

	主任技術者
	
	

	担当技術者
	
	


	
	分担業務の内容
	本業務における具体的な役割等

	主任技術者
	
	

	担当技術者
	
	


注１：氏名にはふりがなをふること。
注２：担当技術者欄が不足する場合は、適宜行を追加すること。
（別紙様式６）

６－２．予定技術者の経歴等

主任技術者
	1 氏名
	2 生年月日

	3 職歴等



	4 保有資格（技術士等）

	5 業務経歴（注1）及び手持ち業務の状況　※担当分野等を具体的に（注２）

	業務経歴
	業務名
	業務概要
	発注者
	履行期間

	
	
	
	
	

	手持ち業務
	業務名
	業務概要
	発注者
	履行期間

	
	
	
	
	

	6 自然環境調査実施・生物多様性地域戦略策定支援業務等


注１：過去１０年以内の自然環境調査及び生物多様性地域戦略策定業務の元請としての実績について、明記すること。
注２：令和６年４月１９日現在のその他の担当業務について明記すること。
（別紙様式６）

６－３．予定技術者の経歴等

担当技術者

	1 氏名
	2 生年月日

	3 職歴等



	4 保有資格（技術士等）



	⑤　業務経歴（注1）及び手持ち業務の状況　※担当分野等を具体的に（注２）

	業務経歴
	業務名
	業務概要
	発注者
	履行期間

	
	
	
	
	

	手持ち業務
	業務名
	業務概要
	発注者
	履行期間

	
	
	
	
	

	⑥　自然環境調査実施・生物多様性地域戦略策定支援業務等


注１：過去１０年以内の自然環境調査及び生物多様性地域戦略策定業務の元請としての実績について、明記すること。
注２：令和６年４月１９日現在のその他の担当業務について明記すること。
（別紙様式６）
６－４．業務の実施方針

	


（別紙様式６）
６－５．業務の実施手法 


（別紙様式６）
６－６．特定テーマ １
	テーマ１．「市民調査員を活用した自然環境調査の円滑な実施」
本調査において実施する市民調査については、自然環境調査結果を今後の取組に活かしていくために、種の同定精度の確保等により、一定の調査結果の水準を保つ必要がある。一定の調査結果の水準を保つために必要な事項について、調査対象種の選定・市民調査員が対象とする調査地域の選定・市民調査員への支援等の観点から提案されたい。

	


（別紙様式６）
	テーマ２．「事業者の生物多様性に配慮した事業活動の促進について」
　今後の生物多様性の保全等を進めていくためには、生物多様性国家戦略等から事業者の生物多様性に配慮した事業活動の促進が重要な取組の一つと考えているが、現行戦略における取組（「生物多様性への配慮指針（チェックリスト）の策定」や「事業者への意識啓発」等）については十分な進捗とは言えない状況である。ついては、当市を取り巻く状況を勘案し、事業者の生物多様性に配慮した自発的な事業活動を促進する具体的な取組を提案するとともに当該取組を実施するために逆算して必要となる自然環境調査の実施内容（取り纏め方法等）や第２次戦略策定支援内容について提案されたい。

	


６－７．特定テーマ２ 
（別紙様式６）
	テーマ３．「里地里山の重点的な保全について」
　市では、本委託の自然環境調査業務における、現地調査や生態系保全・再生ポテンシャルマップの作成等によって、その自然環境の保全が多面的機能の発揮につながる里地里山について選定し、重点的に保全の取組を進めていきたいと考えている。

　実際の保全においては、市民・市民団体・事業者・地権者等の様々なステークホルダーとの連携が不可欠であり、第２次戦略の策定段階からヒアリング等により準備を進めていくことが望ましい。

　ついては、多面的機能の発揮が期待される里地里山の保全を効果的且つ持続可能（民間資金の活用等）に進めるための取組について具体的なスキーム及び、第２次戦略策定において必要な事項について提案されたい。

	


６－８．特定テーマ３ 

































